Customs and Trade Automated Interface Requirements

Customs and Trade Automated Interface Requirements

	自動積荷目録ｼｽﾃﾑ(AMS)通関    業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ


	本章は鉄道AMS及びﾄﾗｯｸAMSに適用される。(ﾃﾞｰﾀ)要素の状態（ｺｰﾄﾞ）(M/O/C)に関する両方式(Rail/Truck)の相違点はその説明で記される。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 1M (出力)








AMS‑4

これは積荷目録のﾍｯﾀﾞｰ情報を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子2M (出力)








AMS‑6

これは追加の積荷目録のﾍｯﾀﾞｰ情報を提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1P (出力)








AMS‑7

これは国境を超えて到着する（米国内の）通関地情報を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1J (出力









AMS‑8

これは引換証発行人を識別する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1A (出力)








AMS‑9

これは貨物引換証に対するｱｸｼｮﾝ情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1B (出力)








AMS‑11

これは貨物引換証及び保税運送の情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞある.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子2B (出力)








AMS‑14
これは事前に運送を行う業者の荷受地についての情報を提供するために使用される条件付
出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子4B (出力)








AMS‑15
これはその積荷を特定する追加の参照番号を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子0N (出力)








AMS‑16
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子2N (出力)








AMS‑18
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子3N (出力)








AMS‑19
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子4N (出力)








AMS‑20
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1I (出力)








AMS‑21
これは当該引換証に関する補足の保税運送情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子2I (出力)








AMS‑23
これは海上輸出に限り使用される条件付保税運送出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1C (出力)








AMS‑24
これは機器及び封印の番号を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子2C (出力)








AMS‑26
これはｶﾅﾀﾞ原産の完成車輌に関連する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子0D (出力)








AMS‑27
これは条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。それはいつでも送信されるが、必要になるのは保税運送貨物の場合である
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1D (出力)








AMS‑28
これは数量及び説明（に関する）情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子2D (出力)








AMS‑29
これは記号及び番号を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子1V (出力)








AMS‑30
これは危険物情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子2V (出力)








AMS‑31
これは追加の危険物情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子3V (出力)








AMS‑32
これは追加の危険物情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS05 (出力)








AMS‑33
これは自動積荷目録ｼｽﾃﾑに参加するABI申告者に輸送機関情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄで返されない。それはNS（ﾚｺｰﾄﾞ）ｾｯﾄにある。それはNSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ﾚｺｰﾄﾞと同時に生じることをここで説明するために用意された。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS10 (出力)








AMS‑34
これはその状態［ｽﾃｰﾀｽ］情報が（CBPから）送信される保税運送を識別するために必要なﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀから成る条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄで返されない。それはNS（ﾚｺｰﾄﾞ）ｾｯﾄにある。それはNSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ﾚｺｰﾄﾞと同時に生じることをここで説明するために用意された。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS30 (出力)








AMS‑35
これは特定の貨物引換証に関連する通知情報から成る必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄで返されない。それはNS（ﾚｺｰﾄﾞ）ｾｯﾄにある。それはNSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ﾚｺｰﾄﾞと同時に生じることをここで説明するために用意された。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS40 (出力)








AMS‑37
これは特定の貨物引換証に関連する追加の通知情報から成る条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄで返されない。それはNS（ﾚｺｰﾄﾞ）ｾｯﾄにある。それはNSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ﾚｺｰﾄﾞと同時に生じることをここで説明するために用意された。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS50 (出力)








AMS‑38
これは（処分の対象）貨物引換証の告示又は輸入輸送機関の状態に関連する備考から成る条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄで返されない。それはNS（ﾚｺｰﾄﾞ）ｾｯﾄにある。それはNSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ﾚｺｰﾄﾞと同時に生じることをここで説明するために用意された。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS60 (出力)








AMS‑39
これはそれについて（ｺﾝﾃﾅ）状態通知が発行される貨物引換証と関連する全てのｺﾝﾃﾅを識別する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄで返されない。それはNS（ﾚｺｰﾄﾞ）ｾｯﾄにある。それはNSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ﾚｺｰﾄﾞと同時に生じることをここで説明するために用意された。
自動積荷目録システム (AMS)

このｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは自動積荷目録システム(AMS)の貨物引換証及び積荷目録情報を特定のABI申告者に提供するために使用される。自動車［ﾄﾗｯｸ］(AMS)環境では、貨物引換証は積荷管理番号(SCN)と呼ばれ、また、ﾊｳｽ貨物引換証は引換証管理番号(BCN)と呼ばれる。合衆国・税関国境警備局(CBP)はこの情報を参加している運送業者から電子的に受け取り、そしてそれをABI申告者が書類取り扱い量圧縮の仕組みとして利用できるようにする。

貨物引換証及び積荷目録情報に関連して、ABI申告者はまた貨物引換証状態ﾒｯｾｰｼﾞも受取る。状態ﾒｯｾｰｼﾞには、これに限定するものではないが、保留、（指定）品目の即時引渡し・法令遵守審査要件及びCBPのｷｰﾜｰﾄﾞ付き説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞが含まれる。これらの状態ﾒｯｾｰｼﾞは適用業務（識別子ｺｰﾄﾞ）NSで送信される。NSｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾚｺｰﾄﾞ･ﾚｲｱｳﾄは本資料の保税運送の章に見出せる。
ABI申告者の協力を得て、参加している運送業者はまた当該貨物引換証情報の範囲内で（指定）品目の即時引渡しに関する共通品目分類(C4)ｺｰﾄﾞも送信できる。貨物引換証がAMSにより送信された共通品目分類(C4)ｺｰﾄﾞを介して承認される場合、ABI申告者はまるでC4ｺｰﾄﾞがCBPによって読み取られていたかの如く、XRｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを通じて申告番号を通知される。XRｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾚｺｰﾄﾞ･ﾚｲｱｳﾄが本資料の（指定）品目の即時引渡しの章に入っている。
入力:  ABI入力ﾚｺｰﾄﾞはない。
出力:  ﾚｺｰﾄﾞの識別子 1M, 1P, 1J, 1B, 0N, 1C, 及び1Dは必須である。ﾚｺｰﾄﾞ2M, 1A, 2B, 4B, 2N, 3N, 4N, 1I, 2I, 2C, 0D, 2D, 1V, 2V,及び3V, は条件付である。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B中のAMSﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ適用業務識別子はBDである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 1M (出力)
これは運送業者及び積荷目録のﾍｯﾀﾞｰ情報を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 1M (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1-2
	M
	常に1Mに等しくなければならない。
	

	キャリアコード
	4AN
	3‑6
	M
	これは輸入運送業者の運送会社識別　ｺｰﾄﾞ(SCAC)である。
	

	輸送標識
	2N
	7‑8
	M
	輸送方法を示すｺｰﾄﾞ。
　　　　　　　　10 = 船舶、ｺﾝﾃﾅ以外若しくは（それが）　ｺﾝﾃﾅかどうかを確認できないもの（はしけ運送、大陸横断鉄道及びﾗｯｼｭ船を含める）（将来使用）　　　　　　　　11 = ｺﾝﾃﾅ輸送方式の船舶（将来使用）

20 = 鉄道、ｺﾝﾃﾅ以外若しくはｺﾝﾃﾅかどうかを確認できないもの　　　　　　　21 =ｺﾝﾃﾅ輸送方式の鉄道

30 = 陸路、ｺﾝﾃﾅ以外若しくはｺﾝﾃﾅかどうかを確認できないもの

40 = 空輸、ｺﾝﾃﾅ以外若しくはｺﾝﾃﾅかどうかを確認できないもの（将来使用）　41 = ｺﾝﾃﾅ輸送方式の空輸（将来使用）
	

	輸入輸送機関の国符号
	2A
	9‑10
	C
	その輸入輸送機関のISO国符号。鉄道AMSでは､これは必須である。ﾄﾗｯｸAMSでは､これは使用されない。
	

	輸入輸送機関　名称
	23X
	11‑33
	C
	輸入輸送機関の名称、又は自動車［ﾄﾗｯｸ］(AMS)環境におけるﾄﾘｯﾌﾟ番号。　ﾄﾗｯｸ積荷目録では、これはﾄﾘｯﾌﾟ番号である。ﾄﾗｯｸ積荷目録の仮（貨物）引換証では、ﾄﾘｯﾌﾟ番号が不明の時はいつでも、”ｼｽﾃﾑ”がここに載る。海上AMSでは、これ（輸入輸送機関名称）かそれともﾛｲﾄﾞ船舶ｺｰﾄﾞ（51-57桁）が海上AMS参加者に返される。
	

	トリップ日付
	5X
	34‑38
	O
	YYDDD (年、日付) 形式でのﾕﾘｳｽ積日（そのDDDを年初からの通日とするもの）。これは鉄道AMSに限り使用される。
	

	貨物引換証の数
	5N
	39‑43
	C
	当該積荷目録の貨物引換証総数を表す数値。鉄道AMSではこれが必須である。ﾄﾗｯｸAMSではこれは使用されない。
	

	積荷目録連続　番号
	6N
	44‑49
	O
	積荷目録の連続番号を表すｺｰﾄﾞ。この番号は任意の運送業者割当番号である。ｼｽﾃﾑが生成するﾃﾞﾌｫﾙﾄ値はｾﾞﾛ（000000）である。それは日付かも知れない。一旦送信されると、それは変えられない。後続（追加）の全ての送信はその最初の（元々の）積荷目録連続番号を使用しなければならない。これは鉄道AMSに限り使用される。
	

	AMS MIB（ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ参加者）
	1X
	50
	C
	ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽMIB参加者である利用者を指すYと言う符号。そうでなければ、ｽﾍﾟｰｽで埋めること。これは鉄道AMSに限り使用される。（MIB；ﾏｽﾀｰ保税運送）
	

	ロイド船舶ｺｰﾄﾞ
	7AN
	51‑57
	C
	これ（ﾛｲﾄﾞ船舶ｺｰﾄﾞ）かそれとも輸入輸送機関名称（11-33桁）が海上AMS参加者に返される。
	

	積荷目録種別　　コード
	1A
	58
	M
	P = 仮 (鉄道及びトラックAMS)

Y = 修正 (鉄道及びトラックAMS)

T = 通過中 (鉄道及びﾄﾗｯｸAMS) 将来使用
W = 完結 (トラックAMS限定)
	

	フィラー
	22AN
	59‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子2M (出力)
これは追加の運送業者と積荷目録のﾍｯﾀﾞｰ情報を提供する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは鉄道AMSでのみ使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2M (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1-2
	M
	常に2Mに等しくなければならない。
	

	運送業者割当のﾊﾞｯﾁ番号
	30AN
	3‑32
	M
	当該運送業者により割当てられた管理番号。
	

	フィラー
	48AN
	33‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1P (出力)

これは国境を超えて到着する（米国内の）通関地情報を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞで　ある。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1P (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Pに等しくなければならない。
	

	陸揚げするための地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	国境を超えて到着する（米国内の）CBP通関地を表す符号。有効な符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	当初の到着　　予定日
	6N
	7‑12
	M
	国境を超えて到着する（米国内の）通関地への到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	通関地用の貨物引換証の数
	5N
	13‑17
	C
	国境を超えて到着する（米国内の）CBP通関地のために送信される貨物引換証の総数を表す数値。鉄道AMSではこれが要求される。これは鉄道AMSでしか使われない。
	

	FIRMSｺｰﾄﾞ
	4AN
	18‑21
	O
	施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ[FIRMS]ｺｰﾄﾞを表す要素。それはCBPにより提供される。このｺｰﾄﾞは4桁の通し番号である。これは鉄道AMSでしか使われない。
	

	時刻
	4AN
	22‑25
	O
	HHMM（時、分）形式での到着予定時刻。仮（貨物）引換証について、その時刻は0000であり、修正される引換証については、実際の時刻が送信される。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用され、かつ、必須である。
	

	フィラー
	55AN
	26‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1J (出力)
これは引換証発行人を識別する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1J  (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記


	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Jに等しくなければならない。
	

	発行人コード
	4AN
	3‑6
	M
	これはﾏｽﾀｰ引換証/積荷管理番号(SCN)を発行した当事者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)である。（ｶﾝﾏをshipmentの前に移して訳した）
	

	フィラー
	74AN
	7‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1A (出力)
これは貨物引換証に対するｱｸｼｮﾝ情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1A (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Aに等しくなければならない。
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4AN
	3‑6
	M
	輸入運送業者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)。
	

	CBPの地区/通関地
	4N
	7‑10
	M
	国境を超えて到着する（米国内の）CBP通関地を表す符号。有効な符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ
	1N
	11
	C
	積荷目録修正のCBP種類を表すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
  　　   　　　　　　　　　　　　　　A = 貨物引換証を追加。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
C = 新しい通関業者を追加。　

D =貨物引換証を削除。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。

M = （積荷目録の）部分を置換。これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない。
R =既存の積荷目録上の合計数量を新しいﾃﾞｰﾀで置換。これは鉄道AMSでしか使われない。
	

	貨物引換証番号
	12AN
	12‑23
	M
	その引換証のﾏｽﾀｰ貨物引換証番号/積荷管理番号を表すｺｰﾄﾞ。（ﾚｺｰﾄﾞの識別子）1Jに含まれる発行人ｺｰﾄﾞを含んではならない。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	数量
	10X
	24‑33
	C
	もし、ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞが本ﾚｺｰﾄﾞについてＲなら、貨物引換証の数量は新しい修正数量に置き換えられる。これは鉄道AMSでしか使われない。
	

	修正ｺｰﾄﾞ
	2X
	34‑35
	C
	積荷目録ﾚｺｰﾄﾞの修正理由を表すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞについて、本刊行物の補遺Bを参照すること。鉄道AMSでは、これは必須である。ﾄﾗｯｸAMSでは、積荷目録が完結した後に修正が起る場合にこれを使用できる。
	

	ﾊｳｽ引換証番号
	12X
	36‑47
	C
	ﾊｳｽ引換証番号/引換証管理番号(BCN)を表すｺｰﾄﾞ。72-75桁の発行人ｺｰﾄﾞを含んではならない。これはﾄﾗｯｸAMSに限り使用される。
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4AN
	48‑51
	C
	貨物引換証の引渡し状の写しを受け取る権限を与えられている二義的通告宛先である4桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)。これは鉄道AMSでしか使われない。
	

	コード限定子
	3AN
	52-54
	C
	このﾃﾞｰﾀ要素はｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞが"C"の場合に必須である。ｺｰﾄﾞABI = ABI参加事務所の宛先ｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは鉄道AMS参加者による後続の保税移送でしか使われない。ﾄﾗｯｸAMSではこのｺｰﾄﾞがどのようなｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞについても返される。
	

	IDｺｰﾄﾞ
	17AN
	55-71
	C
	このｺｰﾄﾞは先行するｺｰﾄﾞ限定子・ABI参加事務所宛先ｺｰﾄﾞに関連している。このｺｰﾄﾞは後続の保税移送において鉄道AMS参加者により使用され、ﾄﾗｯｸAMSでは全てのｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞについて使用される。ABI宛先ｺｰﾄﾞは通関地符号番号(4) + 申告者(3) + 申告者事務所ｺｰﾄﾞ(2)から成る。申告者略号が常に提供されるとは限らない。(桁)
	

	発行人コード
	4A
	72-75
	C
	これはﾊｳｽ引換証/引換証管理番号(BCN)を発行した当事者のSCACである。これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない。
	

	フィラー
	5AN
	76‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1B (出力)
これは貨物引換証及び保税運送の情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ　ある。  

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1B (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Bに等しくなければならない。
	

	貨物引換証
	12X
	3‑14
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ引換証番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	外国の積載通関地
	5N
	15‑19
	M
	当該貨物がそこで輸入貿易用の輸送機関に積み込まれた外国の通関地を表す国勢調査別表 Ｋのコード。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。有効なｶﾅﾀﾞの/ﾒｷｼｺのｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	積荷目録数量
	10N
	20‑29
	C
	報告される引換証番号の最小単位での数量［量］。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。これは鉄道AMSでは必須であるが、ﾄﾗｯｸAMSでは返されない。
	

	積荷目録の単位
	5X
	30‑34
	C
	測定単位を表す略語。これは鉄道AMSでは必須であるが、ﾄﾗｯｸAMSでは返されない。
	

	重量
	10N
	35‑44
	C
	ポンド又はキロでの総重量を表すゼロを超える数値。入力は整数のみ；小数又は分数は不可。これは鉄道AMSでは必須であるが、ﾄﾗｯｸAMSでは返されない。
	

	重量単位
	2A
	45-46
	C
	重量の単位を表すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
　　　　　　　　　　　　　LB = ポンド（これは鉄道AMSで使用される）　　　　　　　
KG = キログラム（これは鉄道AMSで使用される）
	

	貨物引換証状態標識
	1X
	47
	C
	貨物引換証の状態を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	ﾏｽﾀｰ保税運送　標識
	1X
	48
	C
	ﾏｽﾀｰ保税運送 (MIB)の状態を表すｺｰﾄﾞ。これは鉄道AMSでしか使われない。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：

０(ｾﾞﾛ)又はｽﾍﾟｰｽ = MIB［ﾏｽﾀｰ保税運送］以外

1 = MIB

ﾄﾗｯｸAMSではｽﾍﾟｰｽが返される。
	

	ﾊｳｽ引換証番号
	12X
	49-60
	C
	ﾊｳｽ引換証番号/引換証管理番号(BCN)を表すｺｰﾄﾞ。67-70桁の発行人ｺｰﾄﾞを含んではならない。これはﾄﾗｯｸAMSに限り使用される。
	

	保税運送申告　種類
	2N
	61‑62
	C
	保税移送の種類を表すACSｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
61 = 即時輸送 (IT)

62 = 保税運送後輸出 (T&E)

63 = 直輸出 (IE) 　　　　　　　　　　　69 = 通過中 (米国-ｶﾅﾀﾞ-米国) (ﾄﾗｯｸ
　　AMS用 – 将来使用)

70 = ﾏﾙﾁ（数次）通過 (ﾄﾗｯｸAMS用
 – 将来使用)
	

	保税運送の　　仕向け港
	4N
	63‑66
	C
	即時輸送[IT](61)申告については終着CBP港/空港/通関地、又は保税運送後輸出[T&E] (62)申告については輸出港/空港/通関地、又は直輸出[IE] (63)申告については到着港/空港/通関地を表す国勢調査別表Ｄのコード。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	発行人コード
	4AN
	67-70
	C
	これは前述のﾊｳｽ引換証を発行した当事者のSCACである。これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない。
	

	フィラー
	10AN
	71‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効な（貨物引換証状態標識）ｺｰﾄﾞは次の通り：
ｺｰﾄﾞ

説明
0 又は ｽﾍﾟｰｽ
通常の（貨物）引換証。（それについて）通関業者の引取り申告（ﾄﾗｯｸAMSでは到着前処理方式(PAPS)、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄのﾋﾞｼﾞﾈｽ連結性ｻｰﾋﾞｽ(BCS））が必須である引換証。
1

ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ。これは鉄道又はﾄﾗｯｸAMSでは使用されない。
2
 
国際輸送のための、空になった機器/道具。これは鉄道AMSで関税法10.41(a)項に基く空になった鉄道車輌の引渡しに使用される。
3

1930年の関税法321条。申告不要の少額貨物で、かつ、原産国の出荷額が要求される［０でない］ものに関する関税法321条に基く引渡し。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
4

無形資産。これは関税法の頭注 1で無形資産に指定されている商品を申告なしで引渡すために使用される。
5

戻り品。これは合衆国から輸出され、かつ、関税法頭注1で規定されるところの荷受人により拒絶された物品について、鉄道AMSで使用される。
6

寄贈品。これは国際宅配貨物について鉄道AMSで使用される。
7

月次（報告）積荷目録。これはもはや鉄道又はﾄﾗｯｸAMSで使用さ
れない。
「注
1」－ 続き

ｺｰﾄﾞ

説明
8
　　・返送される米国貨物。これはﾄﾗｯｸAMSで誤達無料渡しとなる次の指定貨物に使用される。それは関税法頭注1で規定される通り、①国境を越えて迷い込んでいて、外国の税関がずっと留置していた後、輸出から45日以内に合衆国に返されている合衆国の荷受人向け貨物、及び、②合法的に輸出され、荷受人により拒絶されたものであって、運送業者がずっと保管していた後、輸出から45日以内に合衆国に返される貨物。
・誤達貨物（鉄道）


9
        ・混載貨物。関連する引換証管理番号(BCN)がそれについて予期されるﾏｽﾀｰ積荷管理番号(SCN)を示すもの。これはﾄﾗｯｸAMSで使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・通常混載（鉄道）
A

ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰした混載（鉄道）
I

一共通品目分類ｺｰﾄﾞ(C-4)につき一申告。これは(指定)品目の即時引渡しを受けるのにふさわしい貨物を指定するために鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用され、そして一C-4ｺｰﾄﾞによる(指定)品目の即時引渡しについては、全て同一申告者及び輸入者でなければならない。
J

複合・共通品目分類ｺｰﾄﾞ(C-4)の単一申告。これは(指定)品目の即時引渡しを受けるのにふさわしい貨物を指定するために鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用され、そこでは当該引換証券に多数の商品があり、それぞれ異なるC-4ｺｰﾄﾞを有する。積荷は手続きを単一申告で済ませられる。
K

一ユニット・トレインにつき一申告（鉄道）
M

船舶運航業者 (MVOCC)

N

非船舶運航業者(NVOCC)

R

”321条”適用BTA貨物。申告不要だがFDA/BTA関連有りの少額貨物に関する関税法321条に基く引渡し。価格及び原産国が要求される。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
S

CPBF-7523. これはﾄﾗｯｸAMSで使用される、これは引換証型の引渡しではない、統計作成用に使用するのでCBPは引渡し前の処理に必要な書面によるCPBF-7523が添付されていることに気を配って欲しい。
T

CPBF-3311. これはﾄﾗｯｸAMSで使用される、これは引換証型の引渡しではない、統計作成用に使用するのでCBPは引渡し前の処理に必要な書面によるCPBF-3311が添付されていることに気を配って欲しい。
U

CPBF-3299. これはﾄﾗｯｸAMSで使用される、これは引換証型の引渡しではない、統計作成用に使用するのでCBPは引渡し前の処理に必要な書面によるCPBF-3299が添付されていることに気を配って欲しい。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子2B (出力)
これは事前に運送を行う業者の荷受地についての情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2B (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に2Bに等しくなければならない。
	

	容積
	10N
	3‑12
	O
	立法ﾌｨｰﾄ又は立法ﾒｰﾄﾙでの測定値を表す数値。運送業者により送信されない場合、（この）ﾌｨｰﾙﾄﾞはｾﾞﾛで埋められることになっている。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	容積単位
	2A
	13‑14
	C
	その測定単位を表すｺｰﾄﾞ。測定値が与えられる時はいつでも、このﾃﾞｰﾀ要素が必要である。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	事前に運送を行う業者の荷受地
	17AN
	15‑31
	C
	事前に運送を行う業者がそこで当該貨物を占有した都市又は国の名称。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSの両方で使用され、かつ、必須である。 
	

	ｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰした船荷証券参照
	12X
	32‑43
	C
	ｽﾍﾟｰｽを船舶運航者からﾁｬｰﾀｰした運送業者に支給された船荷証券番号を表すｺｰﾄﾞ。この要素はｽﾍﾟｰｽﾁｬｰﾀｰ契約の対象となる船荷証券を報告する運送業者だけが使用する。これは鉄道又はﾄﾗｯｸAMSでは使われない。
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4AN
	44‑47
	O
	１番目の二義的通告宛先を表すｺｰﾄﾞ。現在、唯一許容可能な二義的通告宛先ｺｰﾄﾞは４桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)である。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4AN
	48‑51
	O
	２番目の二義的通告宛先を表すｺｰﾄﾞ。現在、唯一許容可能な二義的通告宛先ｺｰﾄﾞは４桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)である。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	フィラー
	29AN
	52‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子4B (出力)
これはその積荷を特定する追加の参照番号を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。 本ﾚｺｰﾄﾞは最大10回まで繰り返えされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子4B (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に4Bに等しくなければならない。
	

	参照限定子
	3AN
	3‑5
	M
	番号型識別子。２文字ｺｰﾄﾞ限定子を使用した場合、それは左寄せされなければならない。有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	参照番号
	30AN
	6‑35
	M
	参照限定子により特定される番号。
	

	フィラー
	45AN
	36‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子0N (出力)
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。本ﾚｺｰﾄﾞは貨物引換証毎に最大５回まで繰り返えされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子0N (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1‑2
	M
	常に0Nに等しくなければならない。
	

	企業・団体ID　ｺｰﾄﾞ
	3AN
	3‑5
	C
	BN = 実質的所有者 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

C1  = 気付・様方 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

CB = CBP登録通関業者 – これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。

CD = 郵便と小包郵便物を受取る荷受人 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

CN = 荷受人 – これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。

IM = 輸入者 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

N1  = 着荷通知先 #1 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

N2  = 着荷通知先 #2 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

OO = 被指定者の指図 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

PF  = 運賃負担者 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

SF  = 船積地 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

SH = 荷送人 – これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。

UC = 最終荷受人 – これは鉄道AMSでだけ使用される。

SNP = 二義的通告宛先 – これはﾄﾗｯｸAMSでだけ使用される。
	

	名称
	35AN
	6‑40
	C
	特定の企業・団体の自由形式の名称。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	コード限定子
	2AN
	41‑42
	C
	9  = （企業識別ｺｰﾄﾞ；9桁）DUNS + 4（文字の接尾辞）
17 = ABI参加者宛先ｺｰﾄﾞ

これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	IDｺｰﾄﾞ
	17AN
	43‑59
	C
	先行するｺｰﾄﾞ限定子に関連するところのDUNS+4 ｺｰﾄﾞかそれともABI参加者宛先ｺｰﾄﾞのどちらか。ABI宛先ｺｰﾄﾞは通関地符号番号(4) + 申告者(3) + 申告者事務所ｺｰﾄﾞ(2)から成る。申告者事務所ｺｰﾄﾞが常に提供されるとは限らない。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	企業・団体関係コード
	2AN
	60-61
	O
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	企業･団体のID　ｺｰﾄﾞ
	2AN
	62-63
	O
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	78AN
	64‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子2N (出力)
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞ 0Nの直後に続けることになっている。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2N (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に2Nに等しくなければならない。
	

	事業者の住所
	35X
	3‑37
	M
	当該企業・団体の住所の１行目を表したもの、又は別途、それ以外に入手できる情報がない場合の企業・団体の国（名）だけ。
	

	事業者の住所
	35X
	38‑72
	C
	もし（利用）可能ならば、当該企業･団体の住所の２行目を表したもの。
	

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子3N (出力)
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞ 2Nの直後に続けることになっている。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子3N (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に3Nに等しくなければならない。
	

	都市名
	19AN
	3‑21
	C
	その都市名に対する自由入力形式の　文言。鉄道(AMS)については19文字に限定される。
	

	（米国の）州/　（その他の国の）州
	2AN
	22‑23
	O
	適切な政府（関連）機関で定義される通りの（州）コード。これは鉄道AMSに限り使用される。
	

	郵便番号
	9AN
	24‑32
	O
	句読点及び余白［ｽﾍﾟｰｽ］を除く、国際郵便番号を決定するｺｰﾄﾞ。ｼﾞｯﾌﾟｺｰﾄﾞは合衆国の住所について使用されることになっている。
	

	国符号
	2AN
	33‑34
	O
	ISO国符号。
	

	場所識別子
	5AN
	35‑39
	C
	鉄道(AMS)では使用されない。空白　［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。ﾄﾗｯｸAMSでは、これは1-3文字の（米国の）州/（その他の国の）州ｺｰﾄﾞである。有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	41AN
	40‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子4N (出力)
これは当該輸入取引に関与する企業･団体を特定するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞ 3Nの直後に続けることになっている。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子4N (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に4Nに等しくなければならない。
	

	連絡先
	23AN
	3‑25
	O
	連絡窓口担当者の自由入力形式の氏名。
	

	通信宛先番号　限定子
	2AN
	26‑27
	C
	通信宛先番号の種類を特定するｺｰﾄﾞ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EM = 電子ﾒｰﾙ (Eﾒｰﾙ) – これは鉄道及
びﾄﾗｯｸAMSで使用される。

FX = ﾌｧｯｸｽ – これは鉄道AMSでのみ
使用される。

TE = 電話 – これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	通信宛先番号
	25AN
	28‑52
	C
	適用できる場合の国及び地域ｺｰﾄﾞを含めた完全な通信宛先番号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。「注」：25桁を超える番号は切り詰められるものとする。
	

	通信宛先番号　限定子
	2AN
	53‑54
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	通信宛先番号
	25AN
	55‑79
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1I (出力)
これは当該引換証に関する補足の保税運送情報を提供するために使用される条件付　　ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1I (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Iに等しくなければならない。
	

	保税運送申告　種類
	2N
	3‑4
	M
	保税移送の種類を表すACSｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
61 = 即時輸送 (IT)

62 = 保税運送後輸出 (T&E)

63 = 直輸出 (IE)

69 = 通過中 (米国-ｶﾅﾀﾞ-米国)
70 = ﾏﾙﾁ（数次）通過
これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	FDA/BTA確認　標識
	1A
	5
	M
	FDA/BTA確認標識。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y = PN［事前通告］がFDAにﾌｧｲﾙされている

N = PNがﾌｧｲﾙされていない
　　　　　　　　　　　　　　　　　これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	フィラー
	1AN
	6
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	従来の保税運送番号
	9N
	7‑15
	C
	保税運送申告番号。現在使用されている唯一の書式はCF-7512に記載されているところの従来の9文字全て数値の保税運送番号である。それは左寄せされ、ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他特殊文字を含まないものとする。運送業者が"V"（から始まるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ）保税運送（番号）を送信する時はいつでも、ｾﾞﾛで埋められるものとする。ﾄﾗｯｸAMSでは、当該運送業者がその積荷管理番号(SCN)を60-75桁の保税（運送）管理番号としても又使用できる。 
	

	保税運送業者　　コード
	4AN
	16‑19
	C
	当該保税移送の責任を取る保税運送業者の運送会社識別コード(SCAC)を表すコード。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	合衆国内の仕向け港
	4N
	20‑23
	C
	即時輸送IT (61)申告については終着CBP港、又は保税運送後輸出T&E (62)申告については輸出港、又は直輸出IE (63)申告については到着港を表す国勢調査別表Ｄのコード。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	国外の仕向け地
	5N
	24‑28
	C
	保税運送後輸出T&E (62)申告又は直輸出IE (63)申告の国外仕向け港を表す国勢調査別表Ｋのコード。即時輸送IE (61)申告について、このﾌｨｰﾙﾄﾞが空欄となっている。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	価格
	8N
	29‑36
	M
	保税移送したものに関する完全（整数）ドル表示の価格。もし、その価格が分からないなら、1キログラム当たり２０ドルを使用できる。ｾﾞﾛを超えなければならない。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	保税運送業者のID番号
	12X
	37‑48
	M
	当該保税運送業者の身分証明(ID)番号を表すコード（輸入者又は内国歳入庁(IRS)番号とも呼ばれる）。全ての埋め込みハイフンを含まなければならない。輸入者番号の有効な書式は次の通り：
　　　　　　　　　　　　　　NN-NNNNNNNXX = 内国歳入庁番号;

YYDDPP-NNNN = CBP割当て番号;

NNN-NN-NNNN = 社会保障番号
これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ保税　運送
	11AN
	49‑59
	C
	ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽのﾏｽﾀｰ保税(MIB)移送で使用される運送業者割当のV（から始まるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ）保税運送番号を表すｺｰﾄﾞ。鉄道AMSについて、従来の保税運送番号ﾃﾞｰﾀ要素かﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ保税運送ﾃﾞｰﾀ要素のどちらかを記入しなければならない。ﾄﾗｯｸAMSでは、当該運送業者がその積荷管理番号(SCN)を60-75桁の保税（運送）管理番号としても又使用できる。
	

	積荷管理番号による保税運送
	16AN
	60-75
	C
	保税運送番号として使用される運送業者割当の積荷管理番号(SCN)を表す　　ｺｰﾄﾞ。これはﾄﾗｯｸAMSでのみ使用される。
	

	フィラー
	5AN
	76-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子2I (出力)
これは海上輸出に限り使用される条件付保税運送出力ﾚｺｰﾄﾞである。使うとすれば、それは1I ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けることになっている。これは鉄道AMSに限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2I (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に2Iに等しくなければならない。
	

	輸送標識
	2N
	3‑4
	O
	輸送標識のｺｰﾄﾞは次の通りでなければならない：
S = 海上
これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	船舶名
	23AN
	5‑27
	O
	当該輸出貿易用船舶の有効な名称。
これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	フィラー
	53AN
	28‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1C (出力)
これは機器及び封印の番号を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1C (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Cに等しくなければならない。
	

	機器の頭文字（表示）
	4AN
	3‑6
	O
	機器ﾕﾆｯﾄの識別番号中の接頭辞又は英字部分。最大４文字まで可能。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	機器番号
	10AN
	7‑16
	M
	機器ﾕﾆｯﾄの識別番号中の順次連続若しくは通しの部分。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。ﾄﾗｯｸの積荷目録では、機器番号が不明な時はいつでも”番号なし”を示すこと。
	

	封印番号1
	15AN
	17‑31
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する有効な輸出者/運送業者の封印番号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	封印番号2
	15AN
	32‑46
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する有効な輸出者/運送業者の封印番号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	ｺﾝﾃﾅ/機器記述　ｺｰﾄﾞ
	2AN
	47‑48
	C
	当該船積みに用いるｺﾝﾃﾅ又は機器の種類。有効なコードについて本刊行物の補遺Bを参照のこと。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。ｺﾝﾃﾅなし又は不明ｺﾝﾃﾅについては"NC"を使用すること。
	

	ｺﾝﾃﾅ/機器の長さ
	5N
	49‑53
	O
	鉄道AMSでは、０（ｾﾞﾛ）がここで返される。ﾄﾗｯｸAMSでは、空白［ｽﾍﾟｰｽ］がここで返される。
	

	高さ
	8X
	54‑61
	O
	使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	幅
	8X
	62‑69
	O
	使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｺﾝﾃﾅ/機器種別
	4AN
	70‑73
	O
	使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	荷物がある/なしの状態ｺｰﾄﾞ
	1A
	74
	O
	輸送機器の積載状態を特定するｺｰﾄﾞ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E = 荷物なし (これは鉄道AMSでしか使われない)

L = 荷物を積載した (これは鉄道AMSでしか使われない)

C = 運送業者税関担保の対象となるIITs (これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない)

I = 輸入者担保の対象となるIITs 　　(これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない)

A = 運送業者税関担保の対象となるIITs及び商品(これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない)
B = 輸入者担保の対象となるIITs及び商品 (これはﾄﾗｯｸAMSでしか使われない)（訳者注；IITs=国際輸送に使用する機器）
	


	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1C (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ｻｰﾋﾞｽの種類
	2AN
	75‑76
	O
	使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	4AN
	77‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子2C (出力)
これはｶﾅﾀﾞ原産の完成車輌に関連する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。本ﾚｺｰﾄﾞは最大21回まで繰り返えされる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2C (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に2Cに等しくなければならない。
	

	VIN
	30AN
	3‑32
	M
	車輌識別番号。製造者により車輌に刻印された一意の番号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	フィラー
	5AN
	33-37
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	外国の港
	5N
	38-42
	C
	荷物なしのｺﾝﾃﾅがそこでその輸送機関に積み込まれた外国の港を表すｺｰﾄﾞ。これはﾄﾗｯｸAMSでは使用されない。
	

	工場の車輌受注番号
	10AN
	43‑52
	O
	国境地点でのｶﾅﾀﾞ側税関手続きに係わる荷送人がｶﾅﾀﾞから合衆国に輸出される全ての完成車輌についてこの番号を提供する。これは現在のところﾄﾗｯｸAMSでは返されない。（customer→customs に訂正して訳した）
	

	フィラー
	28AN
	53‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子0D (出力)
これは条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。それはいつでも送信されるが、必要になるのは保税運送貨物の場合である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子0D (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に0Dに等しくなければならない。
	

	実行（関税率表）番号
	11N
	3‑13
	C
	その（関税）税目番号を表す注解合衆国実行関税率表にあるｺｰﾄﾞ。番号を左詰めにし、残りの桁を全て空白で埋めること。もし６桁のみ送信されるなら、残りの桁は空白で埋められるものとする。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	価格
	8N
	14‑21
	C
	当該貨物の完全（整数）ドル表示の価格であって、ｾﾞﾛを超える数値。もし、その価格が分からないなら、1キログラム当たり２０ドルを使用できる。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	重量
	10N
	22‑31
	C
	当該貨物のポンド又はキロでの正味重量を表すゼロを超える数値。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	重量単位
	2A
	32-33
	C
	その測定単位を表すコード。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。鉄道AMSの有効なコード：
LB = ポンド 

KG = キログラム
ﾄﾗｯｸAMSの有効なコード：
G = グラム

L = ポンド

K = キログラム

O = オンス 

T = トン
	

	フィラー
	47AN 
	34‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1D (出力)
これは数量及び説明（に関する）情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。本ﾚｺｰﾄﾞは最大999回まで繰り返えされる。送信されるとすれば、（指定）品目の即時引渡しC4ｺｰﾄﾞが本ﾚｺｰﾄﾞで送信される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1D (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Dに等しくなければならない。
	

	一組（１個）   単位の計数値
	10N
	3‑12
	C
	１つのｺﾝﾃﾅについてただ１つの記述レコードがある場合に記述されている当該ｺﾝﾃﾅの（貨物の）総個数を表す数値。このﾌｨｰﾙﾄﾞは最初のﾚｺｰﾄﾞに必須である。これは最も小さい外装（荷物等の包み）単位の数である。段ボール箱、箱、袋又は木枠が最も小さい外装の例で、荷台及びコンテナは該当しない。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	説明
	45X
	13‑57
	M
	貨物の説明。１つのｺﾝﾃﾅのﾚｺｰﾄﾞについて、複数件［くだり］の説明を使用できる。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用され、かつ、必須である。
	

	共通品目分類　　ｺｰﾄﾞ(C4)番号
	14AN
	58‑71
	O
	（指定）品目の即時引渡しに関するCBPのC4番号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	積荷目録の　　単位ｺｰﾄﾞ
	3AN
	72‑74
	O
	積荷目録の測定単位、即ち、当該貨物引換証の最も小さい外装単位を表すｺｰﾄﾞ。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	国符号
	2AN
	75‑76
	O
	当該貨物の原産国を表す国際標準化機構(ISO)国符号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	フィラー
	4AN
	77‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子2D (出力)
これは記号及び番号を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。もし何もなければ、”記号又は番号なし”が最初の２Ｄ（ﾚｺｰﾄﾞ）に掲載されていなければならない。後続の2Dﾚｺｰﾄﾞは（ﾋﾟﾘｵﾄﾞ）”．”から成るものとする。このﾚｺｰﾄﾞは999回繰り返し使用できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2D (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に2Dに等しくなければならない。
	

	記号及び番号
	45AN
	3‑47
	C
	梱包の外側の記号及び荷印の書面による説明。鉄道AMSではこれは必須である。もし記号及び番号がないなら、”記号及び番号なし”が返される。記号及び番号はﾄﾗｯｸAMSで与えられる。
	

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子1V (出力)
これは危険物情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは10回繰り返し使用できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子1V (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に1Vに等しくなければならない。
	

	危険物コード
	10X
	3‑12
	M
	当該危険物に割当てられた識別番号を表すコード。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	危険物クラス
	4X
	13‑16
	O
	国際海上危険物(IMDG)規程便覧でその材質について指定された危険物クラス又は区分を表すコード。(これは鉄道又はﾄﾗｯｸAMSでは使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め)
	

	危険物コード　限定子
	1X
	17
	O
	危険物クラスを記述するコード。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	危険物表示
	30AN
	18‑47
	O
	有害（物）に指定された物質の正式輸送品目名。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	危険物窓口
	24AN
	48‑71
	O
	緊急時に連絡する担当者又は部署の名称及び/又は電話番号。これは鉄道及びﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	国連危険物ﾍﾟｰｼﾞ
	6AN
	72‑77
	O
	当該危険物の識別が掲載されている国際海上危険物(IMDG)規程中のﾍﾟｰｼﾞ番号。使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子2V (出力)
これは追加の危険物情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。それは鉄道AMSに限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子2V (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に2Vに等しくなければならない。
	

	引火点温度
	3N
	3‑5
	C
	可燃性液体危険物の蒸気がその温度でその空気中で発火する（液体の）最低温度を表すコード。これは鉄道AMSで使用される。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	測定単位コード
	2X
	6‑7
	C
	引火点温度の基本的な測定単位(UOM)である百分度/摂氏・度を表すコードであって、ＣＥ［欧州共同体］（承認済み）のもの。これは鉄道AMSで使用される。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	負符号標識
	1A
	8
	C
	引火点温度が負、即ち、摂氏０度未満の場合に"Ｎ"と言うコードが使用される。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	フィラー
	72AN
	9‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子3V (出力)
これは追加の危険物情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。本ﾚｺｰﾄﾞは最大99回まで繰り返えされる。それは鉄道AMSに限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子3V (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に3Vに等しくなければならない。
	

	危険物表示
	30AN
	3‑32
	O
	材料名、もしあれば、特記事項及び/又は電話番号。これは鉄道AMSでのみ使用される。
	

	危険物分類
	30AN
	33‑62
	C
	危険物分類（クラス）、区分又はラベル要求事項に関する自由形式の説明。（鉄道又はﾄﾗｯｸAMSでは使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め）
	

	フィラー
	18AN
	63‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS05 (出力)
これは鉄道・自動積荷目録ｼｽﾃﾑに参加するABI申告者に輸送機関情報を提供するために使用される条件付出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄの一つとして返されるものではないが、NSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｱｸｼｮﾝの結果として生成されることをここで説明するために用意した。
NS05かそれともNS10が生成される。保税運送参加者である通関業者へのﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)通知については、NS05部分が生成され、NS10はなし。当該貨物引換証(BOL)に関する保税運送参加者である全ての通関業者は、その保税運送が外国貿易地域(FTZ)入れ許可と実際に関連があろうとなかろうと、そのNS（ﾚｺｰﾄﾞ）を受取る。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS05 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	1‑2
	M
	常に05に等しくなければならない。
	

	列車ID
	23AN
	3‑25
	O
	輸入輸送機関を識別する名称。
	

	ﾄﾘｯﾌﾟ番号
	5X
	26‑30
	O
	国境越えのYYDDD (年、日付) 形式の番号であって、そのDDDを年初からの通日［ﾕﾘｳｽ積日］とするもの。
	

	通関地
	4N
	31‑34
	O
	CBP通関地を表す符号。有効な通関地符号について国勢調査別表Ｄを参照のこと。
	

	到着予定日
	6N
	35‑40
	O
	当初の到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での日付。
	

	到着予定時刻
	6N
	41‑46
	O
	輸送機関の到着予定時刻を表すHHMMSS（時、分、秒）24時間表示形式での時刻。
	

	フィラー
	34AN
	47‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS10 (出力)

この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、その状態［ｽﾃｰﾀｽ］情報が（CBPから）送信される保税運送を識別するために必要なﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀから成る。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄの一つとして返されるものではないが、NSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｱｸｼｮﾝの結果として生成されることをここで説明するために用意した。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS10 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	保税運送申告　種類
	2N
	3‑4
	M
	保税移送の種類を表すACSｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
　　　　　　　　　　　　　　　　　61 = 即時輸送 (IT)

62 = 保税運送後輸出 (T&E)

63 = 直輸出 (IE) 　　　　　　　　　　　69 = 通過 

70 = ﾏﾙﾁ（数次）通過 
	

	保税運送番号
	12AN
	5‑16
	C
	保税運送申告番号。現在使用されている唯一の書式はCBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に記載されているところの従来の9桁の数値の保税運送番号である。この番号は左寄せされ、ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まない。ﾄﾗｯｸAMSでは、当該運送業者がその積荷管理番号(SCN)を保税（運送）管理番号としても又使用できる。このﾌｨｰﾙﾄﾞが使用されてはならない。
	

	合衆国内の仕向け港
	4N
	17‑20
	M
	即時輸送(61)申告については終着CBP通関地、又は保税運送後輸出(62)申告については輸出・通関地、又は直輸出(63)申告については到着・通関地を表す国勢調査別表Ｄのコード。
	

	国外の仕向け地
	5N
	21‑25
	C
	保税運送後輸出(62)申告又は直輸出(63)申告の国外仕向け通関地を表す国勢調査別表Ｋのコード。即時輸送(61)申告については空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	55AN
	26‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS30 (出力)
この必須の出力ﾚｺｰﾄﾞは特定の貨物引換証に関連する通知情報から成る。このﾚｺｰﾄﾞは必要な回数だけ繰り返される。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄの一つとして返されるものではないが、NSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｱｸｼｮﾝの結果として生成されることをここで説明するために用意した。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS30 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に30に等しくなければならない。
	

	処分ｺｰﾄﾞ

	2AN
	3‑4
	M
	受取人に貨物引換証について取られた告示措置を知らせるｺｰﾄﾞ。有効な処分ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Nに掲載されている。（Appendix BのB→Nに訂正して訳した）
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	5‑8
	C
	実際にその船荷証券を発行した当事者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を表すｺｰﾄﾞ。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。このｺｰﾄﾞは海上船荷証券について必須である。
	

	ﾏｽﾀｰ証券番号
	12AN
	9‑20
	M
	積荷目録に記載されているところの、ﾏｽﾀｰ船荷証券番号、積荷管理番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まぬこと。
	

	ﾊｳｽ引換証番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	21‑24
	C
	これはﾊｳｽ引換証/引換証管理番号(BCN)を発行した当事者のSCACである。これはﾄﾗｯｸAMSで使用される。
	

	ﾊｳｽ引換証番号
	12AN
	25‑36
	C
	ﾊｳｽ引換証番号/引換証管理番号(BCN)を表すｺｰﾄﾞ。21-24桁の発行人ｺｰﾄﾞを含んではならない。これは自動車［ﾄﾗｯｸ］AMSで使用される。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ引換証　番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	37‑40
	C
	使用されない。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ引換証　番号
	12AN
	41‑52
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	数量
	10N
	53‑62
	M
	処分ｺｰﾄﾞにより指示される措置の影響を受ける船荷証券/航空貨物運送状に関する（貨物の）総個数を表す数値。
	

	負符号標識
	1A
	63
	C
	処分ｺｰﾄﾞ1A, 1B 又は1C（の数量）に対して負数が対応付けられている場合はｺｰﾄﾞN、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	実行日程
	6N
	64‑69
	M
	当該処置がCBP又は別の連邦機関によって公認されたYYMMDD（年、月、日）形式での日付、若しくは、当該処置が生ずる予定になっていた日付。
	

	実行時刻
	4N
	70-73
	M
	CBPへのその送信が処理されたその時刻を表すHHMM（時、分）24時間表示形式での時刻。
	

	保税運送業者　　ｺｰﾄﾞ
	4X
	74‑77
	M
	保税運送業者の、運送会社識別コード(SCAC)又は国際航空運送協会ｺｰﾄﾞ(IATA)を表すコード。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS40 (出力)
この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、特定の貨物引換証に関連する追加の通知情報から成る。このﾚｺｰﾄﾞは、使うとすれば、関連するNS30ﾚｺｰﾄﾞの直後に続く。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄの一つとして返されるものではないが、NSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｱｸｼｮﾝの結果として生成されることをここで説明するために用意した。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS40 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に40に等しくなければならない。
	

	申告種類
	2N
	3‑4
	C
	その申告の類別区分を表す符号。申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	申告番号
	15AN
	5‑19
	C
	CBPの申告番号或いは様式番号又は規制条項を表すｺｰﾄﾞ。
	

	処置が行われる地区/通関地
	4N
	20‑23
	M
	その(CBPの)措置が生じた場所を表す国勢調査別表Ｄの通関地符号。処分ｺｰﾄﾞ1Wの状態通知については、常に9900とする。
	

	FIRMSｺｰﾄﾞ
	4AN
	24‑27
	C
	当該物品の所在地を表す施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ[FIRMS]ｺｰﾄﾞ。
	

	ｺﾝﾃﾅ番号
	14AN
	28‑41
	C
	当該貨物引換証と関連するｺﾝﾃﾅ/機器　番号。
	

	フィラー
	39AN
	42‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS50 (出力)
この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、（処分の対象）貨物引換証の告示又は輸入輸送機関の状態に関連する備考から成る。一つの貨物引換証(NS30)ﾚｺｰﾄﾞにつき、わずか２個の備考(NS50)ﾚｺｰﾄﾞしかない。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄの一つとして返されるものではないが、NSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｱｸｼｮﾝの結果として生成されることをここで説明するために用意した。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS50 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に50に等しくなければならない。
	

	備考
	45X
	3‑47
	M
	船荷証券/航空貨物運送状が保留される理由。備考は保留数量又はその他の情報を含めることができる。
	

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS60 (出力)

この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、それについて（ｺﾝﾃﾅ）状態通知が発行される貨物引換証と関連する全てのｺﾝﾃﾅを識別する。各引換証状態通知(NS30)ﾚｺｰﾄﾞ毎に、ｺﾝﾃﾅ状態通知(NS60)ﾚｺｰﾄﾞの最大使用限度は999個となる。このﾚｺｰﾄﾞは通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｾﾂﾄの一つとして返されるものではないが、NSﾚｺｰﾄﾞが通関業者へのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・ｱｸｼｮﾝの結果として生成されることをここで説明するために用意した。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS60 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に60に等しくなければならない。
	

	ｱｸｼｮﾝ標識
	1N
	3
	C
	１（数字の１）と言うｺｰﾄﾞは、NS30ﾚｺｰﾄﾞで指示される処分措置がｺﾝﾃﾅ単位でそのｺﾝﾃﾅに対し具体的に取られる措置であることを示す。空白［ｽﾍﾟｰｽ］は処分措置がｺﾝﾃﾅ単位でそのｺﾝﾃﾅに対し取られる措置ではないことを示す。
	

	ｺﾝﾃﾅ番号
	14AN
	4‑17
	C
	当該船荷証券/航空貨物運送状と関連するｺﾝﾃﾅ/機器番号。
	

	封印番号 1
	15AN
	18‑32
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する輸出者/運送業者の封印番号。
	

	封印番号 2
	15AN
	33‑47
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する輸出者/運送業者の封印番号。
	

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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